第939回 生物科学セミナー
（第364回Zoological Conference）
日時：　　10月3日（水）　16:40-18:10
演者：　　宮戸　健二　室長 （国立育成医療研究センター）
演題:　膜融合の分子メカニズム：受精研究からのアプローチ

　受精は、生命の誕生には必要不可欠で、多段階の過程を経て細胞融合にいたる現象である。その多段階の過程のうちの1つでも異常が認められると、受精の進行が妨げられ、次世代の個体ができなくなる“不妊”という生命のサイクルにとって致命的状況を招いてしまう。今までの研究から、精子側因子としてIZUMO1、卵側因子としてCD9が膜融合に必須であることが明らかになり、さらに最近の研究から、CD9は卵から放出されるナノサイズの膜構造体の主要な構成成分であることが明らかになった。今回は、CD9を介した配偶子融合の分子メカニズムを中心に細胞融合の分子メカニズムについて紹介したい。
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